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論文内容の要旨
本論文は、植物ポリイソプレノイドの生合成解析を目的として、トチュウ (Eucommia u/moides Oliver) の産生す
るポリイソプレノイドの化学的性状を各種機器分析により詳細に調べた一連の化学的な研究の成果をまとめたもので
ある。
緒論では、本研究の背景をなすポリイソプレノイドに関する基礎的な知見および研究状況を総説し、本研究の目的
とその内容の概略を記述した。
第一章では、トチュウ当年枝において組織学的な研究を行い、ポリイソプレノイドの組織内の局在について明らか
にした。顕微 FT-IR を使用したポリイソプレノイドのマッピング解析により、組織内の本化合物の同定に初めて成
功した。また、植物組織切片を作製する方法として、ペルチェ素子による電子冷却試料固定台を用いた凍結切片作製
法を開発し、これにより顕微分光分析にも耐えうる組織標本の作製に成功した。
第二章では、トチュウの葉、樹皮、根、種皮からポリイソプレノイドを抽出し、各抽出ポリマーの分子量分布なら
びに末端構造について調べ、それらが採取部位特異的な特徴を有することを明らかにした。また、鎖延長停止末端と
してアシル化末端の存在を明らかにし、これがトチュウにおける鎖延長停止機構の一つであることを提案した。
第三章では、高分子イソプレンゴムの生合成中間体と考えられている低分子ポリイソプレノイド画分について解析
し、その鎖長分布および幾何異性について新知見を得た。本研究に際し、従来法の HPLC に代わる高分解能の分析
方法として超臨界流体クロマトグラフィー (SFC) を用いたポリプレノール分析系を確立した。 SFC を用いてトチュ
ウの葉、樹皮、根、種子、種皮に含まれるポリプレノールの幾何異性および鎖長分布を明らかにし、それらが採取部
位特異性を有することを示した。また、葉、根および種皮中に長鎖の全トランス型ポリプレノールが存在することを
初めて明らかにした。
総括と展望では、本研究で得られた結果を各章ごとにまとめて述べ、また、その知見をもとにして、今後の課題と
展望について記述した。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、植物ポリイソプレノイド生合成の解析を目的として、トチュウの産生するポリイソプレノイドの化学的
性状を詳細に調べた研究の成果をまとめたものであり、主な成果は以下のとおりであるo
(1)組織切片上の分析も含めた低分子から高分子までの植物ポリイソプレノイドの分析技術を確立している。中でも、
顕微 FT-IR および超臨界流体クロマトグラフィーは、高精度な分析手法である o
(2)顕微 FT-IR を用いた組織学的な研究により、植物組織におけるポリイソプレノイドの存在を初めて実証し、ポ
リイソプレノイドの組織内の局在を明らかにしているo
(3) トチュウの葉、樹皮、根、種皮のポリイソプレノイドについて、分子量分布および末端構造を調べ、それらが採
取部位特異的な特徴を有することを明らかにしている o
(4)鎖延長停止末端にアシル基の存在を明らかにし、これがトチュウにおける鎖延長停止機構の一つであることを示
している。
(5) トチュウの葉、樹皮、根、種子、種皮に含まれるポリプレノールに関して、超臨界流体クロマトグラフィーによ
り鎖長分布および幾何異性について解析し、 トチュウのゴムの生合成中間体と考えられる長鎖の全トランス型ポ
リプレノールの存在を初めて明らかにしている。
以上のように、本論文は植物ポリイソプレノイドの解析に有効な分析技術を確立し、また、トランス型のポリイソ
プレノイドに関する重要な知見を与えているo これらの成果は今後のポリイソプレノイドの生合成研究の発展に貢献
するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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